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1 はじめに

東濃地科学センターでは､平成 8年度に岩石や地下水など天然試料の同位体分析を目的としてタ

ンデム型加速器質量分析計 (NEC製 15SDH･2ぺレトロン)を導入した｡図 1に装置概略図を示す｡

本件では､平成 11年 4月からの運転状況と装置現状について報告する｡
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図 1ぺレトロン加速器質量分析計

2 運転状況

現在は固体試料用イオン源により運転してお り､平成 11年4月から平成 12年 1月までの総ビ-

ム発生時間は970時間である (図 2)｡ 試料の前処理効率は週に40試料程度であるため､試料測定

は週に1度､約26時間行う｡装置定常運転時は月に100時間前後運転している｡ 試料測定を行って

いない間は加速タンクのコンディショニングを4.8-5.0MVで行い､試料測 定は4.5MV､C4十で行っ

ている｡ 図 3に平成 11年4月～12年 1月の間に測定 した試料の内訳を示す｡725試料を測定し､約

1/3が IAEA標準試料及びNISTシュウ酸である.これは未知試料測定時の標準試料として測定 したも

のと､グラファイ ト化までの試料前処理条件 (反応温度､反応時間等)の最適値を得るために測定

したものである｡CaC03は貝殻試料､BaCO3,SrC03は地下水試料､C02は気体試料 (測定はグラファイ

ト化して固体試料用イオン源により行った)､その他は土壌中の有機物試料である｡
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図 2月別ビーム発生時間

図 3測定試料

3 保守状況

平成 11年 4月にペレットチェーンが切れ (図4)､その交換を行った｡その後､数回の運転後に

ターミナル電圧が突然不安定になった.TPS (TerminalPot,ent,ialSt,abilizer)信号は､正常時は図

5のような滑らかな振動を示すが､周期的に図 6のような電圧の降下が見られた｡これは加速管の電

圧がある程度上がるとスパークが生 じて電圧が下がるという現象が繰 り返 し起こっているためと考

えられる｡ タンク内を調査 した結果､スパークによってアクリル製ルーサイ トに破損が発生 してい

た (図 7). この状態ではルーサイ ト破損部のざらざらした部分にスパークが発生してしまうため､

表面を研磨 して滑らかにし､同じ個所にスパークが発生しないようにした.今回のターミナル電圧

の不安定及びルーサイ ト破損の原因としては､チェーン交換時に破損 したルーサイ ト付近のフープ

が緩み､その緩んだフープとターミナル間でスパークが発生したためと考えられる｡

図 4破損 したペレットチェーン
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図 5正常時のTPS信号 図 6不安定時のTPS信号

図 7ルーサイ トの破損

4 気体試料用イオン源

気体試料用イオン源によりIAEACl,C6標準試料及びNISTシュウ酸試料の測定を行った.測定条

件を表 1に､測定結果を表 2に示す.解析ではNISTシュウ酸を標準試料､IAEAClをバックグラン

ドとした.IAEAClの測定値が固体試料用イオン源では0.10pMC程度なのに比べて､0.19pMCと

少し高い値を示している｡ IAEAC6試料は IAEAの標準値と良い一致を示している｡
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炭素量 約 4mg

夕--ミナル電圧 4.5MV

粒子 C4 +

電流値 ～5〟A(12(:)

表 1気体試料測定条件

標準値 (PMC) 瀕

134.07 1

0.00±0.02

lj定値 (PMC)

NISTシュウ酸

IAEACl

IAEAC6

34.07±0.74

0.19±0.02

50.61±0.89

表 2気体試料用イオン源による標準試料の測定結果

5 まとめ

今回チェーン切断及びルーサイト破損の トラブルが発生したが､ともに修理を完了し､現在は定

常運転を行っている｡気体試料用イオン源については IAEACl,C6標準試料を用いて標準値に良く

一致した結果が得られた｡今後は IAEACl～C8標準試料の測定を行い､測定精度確認を行っていく

予定である｡

-66-


